












要約 

思春期問題を主軸とした母子保健事業は,保健医療機関と,教育関係機関との連携なくして

は,その成果は期待し難い。 

従来,とかくなじまなかった保健行政機関と，教育行政機関が,多くの親たちとの具体的活

動を通して,ようやく相互の関連を求め,共通の問題として取り組むようになったのは,次

のような事情による。 

地域ぐるみの性教育をテーマとして活動をつづけてきた,県の性教育の実践に影響力をも

つ,岡山県性教育協議会(以下岡性協)の実践と,平成元年度にはじまる母子衛生を中心とし

た公衆保健活動を展開している岡山県愛育委員会の,十代妊娠問題についての事業とのか

かわりあいにはじまる。この両者の連携をよりつよいものとし,継続的に発展するものとし

て,地域に育ちつつある,性と子育ての学習をすすめる,母親たちのグループのいくつかの

存在がある。 

これら三者の関連する具体的実践をもとに問題をあげ,今後の母子健康の課題をさぐるこ

ととする。 


